第二章　文字の練習問題
第一節　文字　文字はどんな要素からできているのか、どんな役割があるのか。(p48-53)
キーワード（文字の三要素　文字の種類　文字の役割　日本語の文字）
（1） 文字（省略）
（2） 文字の種類

・文字には抽象的側面（概念）と具体的側面（個人の書いた書体）が有る。

・文字には「＿＿」「＿＿」「＿＿」という三つの要素がある。そのうち、「＿＿」はどの文字も備えているが、

「＿＿」「＿＿」「＿＿」の三要素をすべて備えたものを＿＿＿文字と呼んでいる。漢字がこれにあたる。

「＿＿」「＿＿」の二要素のみを備えたものを＿＿＿文字と呼んでいるが、これも一字が一音節をあらわす＿＿＿文字（仮名など）と、一字が一単音を表す＿＿＿文字（ローマ字など）に分けられる。
（三）文字の役割
・文字には記録、長期的保存、長距離・大量の配布、考えを確かめ、深めるなどの役割がある。
（四）日本の文字

・日本語を書き表すために用いられる文字は＿＿＿、＿＿＿、＿＿＿、＿＿＿＿の四種類である。

・日本では文字使用の過程で、漢字の形と音だけ（万葉仮名p65）、形と義だけ（p57）という使い方も生まれた。

（過去問から）
・文字には抽象的な側面と具体的な側面があるほかに、また、＿＿、＿＿、＿＿という三つの要素がある。(2005)
・日本語を書き表すために用いられる文字は＿＿、＿＿、＿＿、＿＿の四種類である。(2005)

第二節　漢字　構成による分類、読み方、構成要素など。

キーワード（六書　音と訓　呉音　漢音　唐音　熟字訓　和製漢字　偏旁冠脚）

（一）漢字の構造

・『六書』（りくしょ）の分類に基づき、漢字を構造によって六種に分けることができる。

①象形文字　自然の中にある＿＿＿＿＿を写した＿＿を簡略化した文字（名詞多い）

②指事文字　＿＿＿や＿＿＿、＿＿＿や＿＿などを＿＿＿的に表す文字（抽象的なもの多い）
③会意文字　＿＿＿や＿＿＿＿を二つ以上組み合わせて一つの新しい意味を表す文字

④形声文字　意味を表す字と音を表す字を二つ合わせて作った文字（現在の漢字の80％）

⑤転注文字　漢字の本来の意味を多少ずらしてほかの意味に転用したもの（音楽→楽しい）

⑥仮借文字　漢字の本来の意味とは関係なく字だけを借りて他の意味に用いるもの（外来語のようなもの）

（二）音と訓

・日本語の漢字の読み方は＿＿＿読み（輸入して日本人が読みやすいように読んだもの）と＿＿＿読み（日本にもともとあった言葉にそれと同じような意味の漢字を当てはめて読んだもの）の二種類がある。

・漢字の音読みは語源の時代や地域によって三種類に分けられる。

①＿＿音は、6世紀ごろまでに、長江下流域から百済を経て、仏教用語として伝わったものである。

②＿＿音は、7－9世紀ごろに、唐の長安から遣唐使たちによって伝わったものである。
③＿＿音は、宋代以降に、江南、浙江地域の音が禅僧や商人たちによって伝わったものである。

・熟語の特殊な読み方には「音＋訓」の＿＿＿読みと「訓＋音」の＿＿＿読みがある。

・一つの漢字に一つの訓をあてて読むものを正訓といい、「梅雨（つゆ）」「浴衣（ゆかた）」のように、二つ以上の漢字に一つの訓を当てるものを＿＿＿＿という。

（三）和製漢字

・和製漢字とは和語（第三章第六節参照）の表記のために、＿＿＿＿の原理によって作った漢字のことである。

「凩（＿＿＿＿）」「峠（＿＿＿＿）」「畑（＿＿＿）」「丼（どんぶり）」などがある。
（四）偏旁冠脚（へんぼうかんきゃく）
・多くの漢字に共通する構成要素である。

・左→偏（へん）　右→旁（つくり）　上→＿＿（＿＿＿＿）　下→＿＿（＿＿＿）

そのほかに、左から右下へ→遶（にょう）　上から左へ→垂（たれ）　外から内を囲む→構（かまえ）などがあり、これらを含めて偏旁冠脚ということもある。

（過去問から）

・次の単語のうち湯桶読みの単語は（　　）である。(2006)

A団子　B切符　C工場　D献立

・次の言葉の中、重箱読みの読み方をするのは（　　）である(2007)

A手順　B栄冠　C花畑　D台所）
・漢字はその構成と使い方によって、＿＿、＿＿、＿＿、＿＿、＿＿、＿＿の六種類に分けられる。(2005)
・日本語の字の漢字音は語源の時代と地域によって、＿＿、＿＿、＿＿の三種に分けられるのが一般的である。(2005)

・「湯桶読み」について例を挙げて説明しなさい。(2005)

・「和製漢字」について例を挙げて説明しなさい。(2005)

・「和製漢字」について例を挙げて説明しなさい。(2007）

・次の文の内容について、正しいものには○、間違っているものには×をつけてください。(2007)

１．漢音は主に江南地方の近代音に基づくものである。

第三節　仮名　二種類ある仮名文字がどこから来たものなのか。現在の音節との対応関係はいつできたのか。

キーワード（万葉仮名　ひらがな　カタカナ　歴史的仮名遣い　現代仮名遣い）

（一）万葉仮名

・万葉仮名とは、日本語の表記のために＿＿＿＿＿として、＿＿または＿＿を借りて用いた漢字のことである。（漢字の意味は関係ない）（現在では人名や地名の一部で残っている。）
（二）平仮名

・ひらがなとは、一字一音節の万葉仮名の＿＿＿を極度に＿＿＿＿して造られた文字である。

（三）片仮名

・カタカナとは、一字一音節の万葉仮名の＿＿＿＿＿だけをとって造られた文字である。（シ、チ、ハ、ミ等例外）
・1900年（明治33年）小学校で教えるために、ひらがな、カタカナの現在の字体が制定され、固定化された。
（四）仮名遣い

・広義の仮名遣いとは、日本語の音節を仮名でどのように書き表わすかということである。

・狭義の仮名遣いとは、日本語の音節が時代とともに変化した場合、その音節をどの仮名で表記するかの基準である。

・仮名遣いの中で、有名なのが

①歴史的仮名遣い→江戸時代初期に＿＿＿＿が平安時代の文献に基づきまとめた表記の基準

②現代仮名遣い→1946年に政府が制定した表記の基準
・どうして政府が？→現代の発音とその前の時代の発音に変化が出てきたため、現代の発音に基づいて表記を整理することにした。その結果、「ゐ」「ゑ」「を」は昔は[wi][we][wo]と読んだが、次第に[i][e][o]と読むようになり、「い」「え」「お」と区別がなくなったので、表記上「い」「え」「お」で書くことになった。その他「くゎ」→「か」「ぐゎ」→「が」「ぢ」→「じ」「づ」→「ず」などがある。

・従来の表記も一部残されている。

①助詞「を」「は」「へ」はそのまま

②連濁の後ろの最初の音節「ぢ」「づ」はそのまま（三日月（みかづき））

③長音は基本的に「お」→「う」だが、昔「ほ」を使った長音は「お」を使う。
（五）ローマ字

・ローマ字は、＿＿＿＿とも呼ばれ、＿＿＿＿を表記する文字として＿＿＿＿＿＿で完成され、現在＿＿＿＿や＿＿＿＿をはじめ、多くの国で用いられる＿＿＿文字である。全部で26文字あり、字母を＿＿＿＿＿＿という。

・日本へは＿＿＿時代末期に、イエズス会の宣教師＿＿＿＿＿人が伝えたとされている。

・ローマ字の便利な点は、音節よりも小さな単位、単音や音素で表記することができる点である。

・ローマ字の表記法は3種類あり、各方式でつづり方が少々異なる。

①ヘボン式（1885年制定。実際の音に近い）→駅名やパスポートの名前など国際的表記はヘボン式を使用している。

②日本式（1886年制定。音韻の分け方に近い）各行の子音文字で統一→ワープロソフトの入力方法として使用。

③訓令式（1937年制定。ヘボン式と日本式を含むが、基本的には日本式を主とする）

どれも一長一短であり、結局三種類が並立していたが、1954年に「ローマ字のつづり方」という規定で、基本は訓令式だが、国際関係やこれまでの慣例で変えられないときはヘボン式、日本式も使えるということになった。
（過去問から）

・片仮名も平仮名と同様、１字１音節の（　　）から造られたものである。(2005)

A漢字字画　B漢字全体　C字画一部　D万葉仮名

・平仮名は（　　）を取ったものである。（2005）

A漢字字画　B漢字全体　C字画一部　D万葉仮名

・平仮名は（　　）を取ったものである。(2007)

A漢字字画　B漢字全体　C字画一部　Dローマ字

・片仮名は（　　）だけを取って他の部分を省くことによって成立したものである（2005）

A漢字字画　B漢字全体　C字画一部　D万葉仮名
・万葉仮名とひらがなの重大な差異について説明してください。(2006)
・「万葉仮名」について例を挙げて説明しなさい。(2007)
・ローマ字が日本に伝えられたのは＿＿＿といわれ、イエズス会に属する＿＿＿の宣教師たちによって伝えられたという。その後、日本語の表記にもローマ字を使うようになり、現在では、＿＿＿、＿＿＿、＿＿＿、＿＿＿などの表記に使っている。(2006)
